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編集
後記

　春の学会シーズンが終わり，気がつくと梅雨に入っ
ていました。澄み切った晴れ空をあこがれると，1 年
前の出来事が思い出されました。それは東京大学の北
村唯一教授が主催された日独泌尿器科学会での思い出
です。会は和んだ雰囲気でありながら，学術的にも上
手く組織されていたすばらしい会でした。会場は都内
から，河口湖，さらに焼津へと移動していきました。
河口湖では好天にめぐまれ，桜の季節が間近に迫って
いる，はしゃいだ気分の弥生（3 月）でした。芦ノ湖
に散策に出かけたときの，富士山の美しさが格別でし
た。見とれていると，兵庫医科大学の島　博基教授が
私に向かって，「富士山の横に雲が見えるでしょう。
先生よく見ていてください。あの雲を消してみせます」
とおっしゃって，はるか遠くに見える雲に向かって手
をかざされました。私は，「不思議なことをおっしゃ
るなあ。まあ見てみるか」と思ってじっと目を凝らし
ていると，驚いたことに，本当に雲が消えたのです。
島先生は勝ち誇った様子で，横で奥様もふんふんとう
なずいていらっしゃいます。あっけにとられていると，
押し込まれるように遊覧船に乗り込んでいました。
　東京に戻っても，その出来事が脳裏に焼き付いて離
れません。空を見上げて雲を探し，じっと見つめます。
東京の雲は富士山にかかる雲ほど美しくはありません
が，雲にはさまざまな形があることを再認識しました。
しかし，いくら見つめても，雲は消えることはありま
せんでした。ますますわからなくなり，私の「雲をめ

ぐる冒険」が始まりました。私は仮説を立てました。
おそらくあの雲の消失は場所と時間に依存していたの
ではないか，ということです。富士山と雲。私は北斎
の富嶽三十六景を調べました。芦ノ湖湖畔から見える
富士山は「相州箱根湖水」という題がついていました。
残念ながら雲は描かれてはいませんでした。
　ある日仕事を終え，病院の裏門から夜空を見上げる
と，満月でした。見とれていると雲がいきなりかかっ
てきました。しかし地上では風は吹いていません。そ
うか。島先生は大気の動きが地上と上空では違うこと
を知っていて，あのときは地上では風は吹いてなくて
も上空で強く大気が流れていることを，あらかじめ
知っていたに違いない。富士山にかかる雲で地元の人
達は天候を予測するという話を聞いたことがある。確
かに調べてみると，富士山には笠雲とつるし雲という
特有の雲があり，ともに上空で強い風が吹いていると
きに観察され，雲は常に新陳代謝を繰り返していると
のことでした。形状から考えると，島先生が消したの
は，つるし雲に似ていた気がします。
　私の出した結論。島先生は富士山の周辺では穏やか
な天候でも，上空では大気の流れが強いことをご存知
だった。都会では同じ現象が観察されないので，謎と
して残る。正解かどうかの解答は，私は実は知りたく
はありません。謎は謎として残しておきたいからです。
 （大家基嗣）
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